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令
和
二
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

そ
の
火
事
を

　

防
ぐ
あ
な
た
に

　
　
　
　
　

金
メ
ダ
ル

　

令
和
二
年
度
全
県
消
防
団
長
研
修
会
が

一
一
月
一
三
日（
金
）、イ
ヤ
タ
カ（
秋
田
市

中
通
）で
、消
防
団
長
な
ど
消
防
関
係
者
約

六
〇
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

筑
波
大
学
名
誉
教
授 

松
井
豊
氏
の
講

演
、
秋
田
市
防
災
安
全
対
策
課
副
参
事 

武

藤
学
氏
に
よ
る
秋
田
市
消
防
本
部
の
取
組

報
告
、
秋
田
県
総
合
防
災
課 

宇
佐
美
晃
市

主
幹
の
司
会
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

 『
消
防
団
員
に
お
け
る

　
　

 

惨
事
ス
ト
レ
ス
対
策
に
つ
い
て
』

　
　

講
師…

筑
波
大
学
名
誉
教
授

　
　

松　

井　
　
　

豊 
氏

■
講
演
の
主
な
内
容

一　

東
日
本
大
震
災
の
消
防
団
員
の
心
理

　

⑴
被
災
の
特
徴

　

⑵
大
震
災
で
の
消
防
団
員
の
活
動
状
況

　

⑶
被
災
地
団
員
へ
の
ス
ト
レ
ス
調
査

二　

惨
事
ス
ト
レ
ス

　

⑴
惨
事
ス
ト
レ
ス
の
定
義

　

⑵
急
性
ス
ト
レ
ス
障
害

　

⑶
大
震
災
で
生
じ
た
ス
ト
レ
ス
症
状

三　

惨
事
ス
ト
レ
ス
の
ケ
ア
と
対
策

　

⑴
被
災
者
の
急
性
期
の
ス
ト
レ
ス
ケ
ア

　

⑵
長
期
的
ケ
ア
（
個
人
内
で
）

　

⑶
長
期
的
ケ
ア
（
人
と
の
間
で
）

　

⑷
組
織
に
よ
る
ケ
ア

　

⑸
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

※

　

惨
事
ス
ト
レ
ス
に
興
味
の
あ
る
方

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

協
会
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
『
秋
田
市
消
防
本
部
の

　
　
　
　
　

惨
事
ス
ト
レ
ス
対
策
』

　
　

講
師…
秋
田
市
防
災
安
全
対
策
課

          

副
参
事　

武　

藤　
　
　

学 

氏

①　

消
防
団
内
の
惨
事
ス
ト
レ
ス
対
策
の

体
制
づ
く
り
は
ど
う
進
め
た
ら
よ
い
か
。

　
　

団
内
で
惨
事
ス
ト
レ
ス
や
傾
聴
を
勉

強
す
る
機
会
を
作
る
の
が
第
一
歩
。
聞

き
上
手
な
団
員
を
登
用
し
た
り
、
近
在

の
臨
床
心
理
士
に
依
頼
す
る
な
ど
、
団

の
状
況
に
合
っ
た
仕
組
み
に
す
る
の
が

よ
い
。

②　

団
員
が
凄
惨
な
現
場
に
遭
遇
し
た
後

の
日
常
生
活
が
心
配
だ
。

　
　

ス
ト
レ
ス
に
強
い
人
、
繊
細
な
人
な

ど
多
様
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と

が
大
事
。
繊
細
な
人
が
話
せ
る
人
、
話

せ
る
場
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
。

③　

惨
事
ス
ト
レ
ス
は
容
易
に
は
忘
れ
ら

れ
な
い
。周
囲
は
ど
う
助
言
す
べ
き
か
。

　
　

無
理
に
忘
れ
よ
う
と
す
る
と
苦
し
く

な
る
。
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
当
然
と
考

え
て
、
忘
れ
な
い
こ
と
が
逆
に
被
災
者

を
大
切
に
す
る
こ
と
に
な
る
と
助
言
し

て
ほ
し
い
。

意　

見　

交　

換

意　

見　

交　

換

取　

組　

報　

告

取　

組　

報　

告

講　
　
　

演

講　
　
　

演

松井　豊 氏

令
和
二
年

令
和
二
年
度　度　

全
県
消
防
団
長
研
修
会

全
県
消
防
団
長
研
修
会

令
和
二
年

令
和
二
年
度　度　

全
県
消
防
団
長
研
修
会

全
県
消
防
団
長
研
修
会

令
和
二
年
度　

全
県
消
防
団
長
研
修
会

武藤　学 氏
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秋田市 大島団長能代市 渡邊団長東成瀬村 鈴木団長
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
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

　

一
般
財
団
法
人
秋
田
県
消
防
協
会
臨
時

理
事
会
は
、
一
一
月
一
三
日（
金
）、
イ
ヤ

タ
カ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
審
議
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
協
議
事
項
】

①
職
員
給
料
等
の
見
直
し

　
　

現
行
の
給
料
表
と
支
給
額
を
見
直
す

こ
と
、
運
営
費
に
充
当
す
る
た
め
会
費

を
値
上
げ
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
協
議
の
結
果
、
大
筋
で
了
承
が
得

ら
れ
、
第
三
回
理
事
会
で
決
定
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

②
第
五
八
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

　
　

今
年
度
に
続
き
来
年
度
も
中
止
に
な

る
と
団
員
の
士
気
や
技
術
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
る
た
め
、
原
則
と
し
て
全
国
大

会
に
か
か
わ
ら
ず
県
大
会
を
開
催
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

■
開
催
日
時

　
　

令
和
三
年
八
月
二
一
日
（
土
）

　
　
《
予
備
日
：
八
月
二
八
日
（
土
）》

　

■
開
催
場
所

　
　

秋
田
県
消
防
学
校

【
報
告
事
項
】

①
第
三
回
理
事
会
及
び
消
防
功
労
者
表
彰

式
の
開
催
日

　

■
第
三
回
理
事
会

　
　

令
和
三
年
二
月
二
六
日
（
金
）

　
　

午
後
四
時
〜　

イ
ヤ
タ
カ

　

■
消
防
功
労
者
表
彰
式

　
　

令
和
三
年
三
月
一
九
日
（
金
）

　
　

午
後
〜　

秋
田
県
庁
第
二
庁
舎

②
全
日
本
消
防
人
共
済
会
「
防
火
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
結
果

　
　

本
県
か
ら
応
募
し
た 

大
館
市
立
第

一
中
学
校
二
年 

佐
藤
友
楽
さ
ん
の
作

品
が
佳
作
に
入
選
し
ま
し
た
。　

③
新
日
本
消
防
会
館
建
設
に
対
す
る
寄
付

金
の
状
況

　
　

本
県
の
寄
付
金
総
額
は
次
の
と
お
り

で
す
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

に
は
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

■
一
三
消
防
団
一
消
防
本
部

　
　

九
，
一
七
九
，
七
〇
〇
円

　

■
一
消
防
団

　
　

日
本
消
防
協
会
へ
直
接
送
金

　

臨
時
理
事
会

④　

遭
難
者
救
助
の
現
場
で
心
配
す
る
家

族
の
前
で
陽
気
に
振
る
舞
う
団
員
を
叱

責
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
　

遺
体
捜
索
な
ど
の
強
い
ス
ト
レ
ス
に

よ
っ
て
興
奮
状
態
に
な
り
、
盛
り
上
が

る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
ほ
し

い
。
そ
の
う
え
で
不
謹
慎
で
あ
る
こ
と

を
冷
静
に
諭
す
よ
う
に
心
掛
け
て
ほ
し

い
。

意見交換の様子北秋田市 戸島団長

秋
田
県
消
防
協
会
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□
瑞
宝
小
綬
章
（
一
名
）

　

元
秋
田
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
正
監　

佐　

藤　

賢　

治

□
瑞
宝
単
光
章
（
二
二
名
）

　

元
潟
上
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

飯　

嶋　

睦　

夫

　

元
羽
後
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

猪　

岡　

專　

一

　

元
山
内
村
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

太　

田　

新　

一

　

元
由
利
本
荘
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

小　

野　

貞
之
助

　

元
八
郎
潟
町
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

北　

嶋　

透
志
雄

　

元
琴
丘
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

工　

藤　

正　

信

　

元
横
手
市
平
鹿
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

齊　

藤　

孝　

則

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

齊　

藤　
　
　

博

　

元
潟
上
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

櫻　

庭　

政　

美

　

元
湯
沢
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

佐
々
木　

長　

一

　

元
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

佐
々
木　

吉　

秋

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

佐　

藤　

裕　

藏

　

元
男
鹿
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

菅　

原　

健　

策

　

元
北
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

鈴　

木　

慶　

勝

　

元
仙
北
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

相　

馬　

武　

夫

　

元
小
坂
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

中　

村　

脩
太
郎

　

元
由
利
本
荘
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

那　

須　

勝　

弘

　

元
湯
沢
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

西　

成　

嘉　

一

　

元
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

備　

後　

孫　

忠

　

元
横
手
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

藤　

原　

寅　

雄

　

元
北
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

堀　

口　

裕　

咲

　

元
三
種
町
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

三　

浦　

泰　

昭

□
藍
綬
褒
章
（
一
名
）

　

元
八
郎
潟
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

齊　

藤　

隆　

男

□
瑞
宝
双
光
章
（
七
名
）

　
元
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

斉　

藤　

英　

一

　

元
由
利
本
荘
市
消
防
本
部

　
　
　

消　

防　

監　

佐
々
木　

助　

行

　

元
五
城
目
町
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

佐　

藤　

與
志
美

　
元
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消　

防　

監　

田　

口　

智　

大

　
元
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

西　

成　

一　

慶

　
元
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

沼　

倉　
　
　

亘

　
元
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

松　

田　

浩　

二

□
瑞
宝
単
光
章
（
一
名
）

　

元
横
手
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

照　

井　

富　

雄

令
和
二
年  

秋

の

叙

勲

第
三
五
回 
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

令
和
二
年

令
和
二
年 

秋

の

叙

勲

・

褒

秋

の

叙

勲

・

褒

章

第
三
五
回

第
三
五
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

令
和
二
年

令
和
二
年 

秋

の

叙

勲

・

褒

秋

の

叙

勲

・

褒

章

第
三
五
回

第
三
五
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　

令
和
二
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
及
び
第
三

五
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
者
が

一
一
月
三
日
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
の
消
防
関
係
で
は
、
秋
の
叙
勲
で

二
三
名
、
褒
章
一
名
、
危
険
業
務
従
事
者

叙
勲
で
八
名
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
一
一

月
四
日
に
秋
田
県
正
庁
に
お
い
て
、
知
事

伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
者
の
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
（
記
載
は
五
十
音
順
）

知事伝達式

令
和
二
年  

秋

の

褒

章

令
和
二
年 

秋

の

叙

勲

・

褒

章

第
三
五
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
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消
防
団
員
惨
事
ス
ト
レ
ス

対
策
セ
ミ
ナ
ー

消
防
団
員
惨
事
ス
ト
レ
ス

対
策
セ
ミ
ナ
ー

　

消
防
団
員
惨
事
ス
ト
レ
ス
対
策
セ
ミ

ナ
ー
が
、一
一
月
一
四
日（
土
）、イ
ヤ
タ
カ

で
、消
防
団
員
、消
防
本
部
職
員
、市
町
村

担
当
者
な
ど
二
五
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

午
前
中
、
筑
波
大
学
名
誉
教
授 
松
井

豊
氏
が
、
前
日
の
全
県
消
防
団
長
研
修
会

に
引
き
続
き
「
消
防
団
員
の
惨
事
ス
ト
レ

ス
対
策
」
に
つ
い
て
講
義
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
、
日
本
消
防
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
協
会
副
理
事
長 

幾
田
雅
明
氏
が
加

わ
り
、
惨
事
ス
ト
レ
ス
対
策
と
し
て
傾
聴

の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

幾
田
氏
は
、
東
京
消
防
庁
の
国
際
消
防

救
助
隊
員
と
し
て
台
湾
大
地
震
災
害
で
活

動
し
た
ほ
か
、
数
多
く
の
凄
惨
な
現
場
活

動
に
よ
っ
て
自
ら
も
惨
事
ス
ト
レ
ス
を
体

験
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
経
験
を
踏
ま
え
、
現
在
は
、

消
防
大
学
校
の
ほ
か
、
各
県
の
消
防
学
校

や
消
防
本
部
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
践

や
講
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

講
義
で
は
、
参
加
者
が
傾
聴
の
初
歩
的

な
技
法
を
体
験
し
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
惨
事
ス
ト
レ
ス
の
仕

組
と
対
策
を
分
か
り
や
す
く
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
」「
ス
ト
レ
ス
対
策
や
傾
聴
技
法
が

幅
広
く
活
用
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

幾　田　雅　明 氏 松　井　　　豊 氏

傾聴（マスクをして） 講義の様子

傾聴の感想は？ 傾聴（マスクをはずして）
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佐
藤
友
楽
さ
ん
の
作
品

　

令
和
二
年
度
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
（
生
活
協
同
組
合
全
日
本
消
防
人
共
済

会
主
催
）
の
審
査
が
先
頃
行
わ
れ
、
本
県

か
ら
応
募
し
た
大
館
市
立
第
一
中
学
校
二

年 

佐
藤
友
楽
さ
ん
の
作
品
が
佳
作
に
入

選
し
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
各
都
道
府
県
が
二

点
以
内
を
選
定
し
て
応
募
す
る
も
の
で
、

佐
藤
さ
ん
の
作
品
は
共
済
会
本
部
の
最
終

審
査
一
〇
点
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
素
敵
な
作
品
を
描
い

て
く
だ
さ
い
。

　

一
〇
月
三
一
日（
土
）、
秋
田
県
消
防
学

校
に
お
い
て
、
消
防
団
員
救
助
用
資
機
材

技
術
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
の
災
害
の
大
規
模
化
や
広
域
化
に

伴
い
、
救
助
活
動
に
お
け
る
消
防
団
員
の

対
応
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
一
九
消
防
団
か
ら
三
二
名
が

参
加
し
座
学
の
ほ
か
、
①
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

に
よ
る
木
材
の
切
断　

②
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ

タ
ー
に
よ
る
丸
鋼
管
の
切
断　

③
油
圧
切

断
機
に
よ
る
廃
車
車
両
の
ド
ア
開
放
及
び

切
断
の
実
技
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
コ
ン
ク
ー
ル
の
概
要
】

■
目　
　

的

　

全
国
統
一
防
火
標
語
に
あ
わ
せ
て
、
子

供
達
が
火
災
予
防
に
つ
い
て
の
意
見
や
考

え
を
自
由
な
発
想
で
イ
メ
ー
ジ
し
絵
画
と

し
て
表
現
す
る
こ
と
で
、
防
火
に
関
す
る

意
識
を
高
め
る
。

■
応
募
資
格

　

四
年
生
以
上
の
小
学
生
及
び
中
学
生

■
表
彰
等

　

①
最
優
秀
賞　
　
　

一
名

　

②
優
秀
賞　
　
　

二
名

　

③
佳　
　

作　
　

若
干
名

　

入
選
者
に
は
賞
状
及
び
記
念
品
を
贈
呈

佐

友

作

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

佐
藤
友
楽
さ
ん
の
作
品
が
入
選

消
防
団
員
に
対
す
る
救
助
資
機
材
の

技
術
講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た

秋
田
県
総
合
防
災
課
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令和２年度 消防団員指導員研修受講者名簿
消　防　団　名 階　　級 氏　　　名
鹿 角 市 消 防 団 部 長 湯　沢　託　守
大 館 市 消 防 団 分 団 長 羽　柴　睦　廣
北 秋 田 市 消 防 団 部 長 森　川　正　美
上小阿仁村消防団 部 長 鈴　木　常　義
能 代 市 消 防 団 分 団 長 小　玉　　　昭
八 峰 町 消 防 団 副分団長 山　本　美　三
男 鹿 市 消 防 団 班 長 大　越　　　立
男 鹿 市 消 防 団 班 長 伊　藤　秀　一
男 鹿 市 消 防 団 班 長 竹　田　　　勝
井 川 町 消 防 団 部 長 松　田　　　総
大 潟 村 消 防 団 部 長 澤田石　昌　文
秋 田 市 消 防 団 分 団 長 太　田　清　志
秋 田 市 消 防 団 部 長 加賀谷　速　人
由利本荘市消防団 班 長 木　村　　　昇
由利本荘市消防団 部 長 三　浦　　　智
由利本荘市消防団 班 長 佐々木　　　崇
由利本荘市消防団 班 長 佐　藤　正　樹
由利本荘市消防団 班 長 佐　藤　博　美
由利本荘市消防団 部 長 佐々木　千　秋
に か ほ 市 消 防 団 分 団 長 佐々木　智　也
大 仙 市 消 防 団 副分団長 須　田　雅　博
仙 北 市 消 防 団 分 団 長 藺　藤　博　行
仙 北 市 消 防 団 分 団 長 武　藤　重　和
美 郷 町 消 防 団 部 長 煙　山　栄　司
横 手 市 消 防 団 分 団 長 高　橋　　　誠
横 手 市 消 防 団 分 団 長 柿　崎　　　豊
横 手 市 消 防 団 副分団長 佐　藤　　　淳
横 手 市 消 防 団 副分団長 井　筒　勝　行
横 手 市 消 防 団 副分団長 福　田　隆　盛
横 手 市 消 防 団 副分団長 柴　田　政　信
横 手 市 消 防 団 副分団長 高　橋　明　彦
横 手 市 消 防 団 副分団長 佐々木　　　健
湯 沢 市 消 防 団 分 団 長 樋　渡　昭　彦
湯 沢 市 消 防 団 副分団長 藤　原　幸　雄
羽 後 町 消 防 団 分 団 長 高　橋　　　清

第
一
〇
回

女
性
消
防
団
員
教
育

秋
田
県
消
防
学
校

　

第
一
〇
回
女
性
消
防
団
員
教
育
は
、
一

〇
月
一
〇
日（
土
）、
一
一
日（
日
）の
二
日

間
、秋
田
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
、七
消

防
団
か
ら
一
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
消
防
活
動
訓
練
（
訓
練
礼

式
、
消
火
訓
練
、
放
水
要
領
、
結
索
要
領
、

煙
体
験
、
地
震
体
験
）、
救
急
訓
練
（
応

急
手
当
講
習
）
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
度
消
防
団
員
指
導
員
研
修

は
、一
一
月
二
八
日
（
土
）、
二
九
日
（
日
）

の
二
日
間
、
秋
田
県
消
防
学
校
で
開
催
さ

れ
、
一
八
消
防
団
か
ら
三
五
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、幹
部
の
心
得
、現
場
指
揮
・

安
全
管
理
、
消
防
団
の
活
性
化
な
ど
の
座

学
の
ほ
か
、
応
急
手
当
、
救
助
活
動
な
ど

の
実
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

秋
田
県
消
防
学
校

令
和
二
年
度

  
消
防
団
員
指
導
員
研
修

令
和
二
年
度

  
消
防
団
員
指
導
員
研
修
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モリタ消防ポンプ シ バ ウ ラ ポ ン プ

秋田市山王六丁目10番９号　ＴＥＬ 018（863）1551㈹
　　　　猿田興業ビル３Ｆ　ＦＡＸ 018（824）3651

令和３年出初式の開催予定
令和２年12月１日現在

消防団 月　日 観閲式会場 式典会場

鹿 角 市 1月｠4日㈪ 文化の杜交流館 文化の杜交流館

小 坂 町 1月｠4日㈪ 明治百年通り 小坂町セパーム

大 館 市 1月10日㈰ 中止 大館市民文化会館

北 秋 田 市 1月｠4日㈪ 中止 北秋田市文化会館

上小阿仁村 1月｠4日㈪ 未定 未定

能 代 市 1月｠5日㈫ 中止 能代市文化会館

藤 里 町 1月｠4日㈪ 藤里町役場庁舎前通り 藤里総合開発センター

三 種 町 1月｠4日㈪ 中止 琴丘総合体育館

八 峰 町 1月｠5日㈫ 沢目駅前（八峰町峰浜） 峰栄館

秋 田 市 1月｠5日㈫ 中止 秋田市文化会館

男 鹿 市 1月｠6日㈬ 中止 男鹿市民文化会館

潟 上 市 1月｠4日㈪ 中止 潟上市役所

五 城 目 町 1月｠5日㈫ 朝市駐車場 広域五城目体育館

八 郎 潟 町 1月｠4日㈪ 中止 農村環境改善センター

井 川 町 1月｠4日㈪ 中止 農村環境改善センター

大 潟 村 1月｠6日㈬ 中止 ホテルサンルーラル大潟

由利本荘市 1月16日㈯ 中止 由利本荘市文化交流館

に か ほ 市 1月｠5日㈫ 実施していない 金浦体育館

大 仙 市 1月｠5日㈫ 中止 大曲市民会館

仙 北 市 1月｠6日㈬ 中止 仙北市民会館

美 郷 町 1月｠4日㈪ 総合体育館
リリオス前駐車場 美郷町公民館

横 手 市 1月｠5日㈫ 中止 横手体育館

湯 沢 市 1月｠5日㈫ 中止 湯沢文化会館

羽 後 町 1月｠5日㈫ 式典内で実施 羽後町総合体育館

東 成 瀬 村 1月｠4日㈪ 中止 防災情報センター

■
受
講
生
名
簿

　

八
峰
町　
　

団
員　

花　

川　

悦　

子

　

男
鹿
市　
　

団
員　

仲　

村　

瑛　

里

　

男
鹿
町　
　

団
員　

武　

田　

千　

穂

　

井
川
町　
　

団
員　

髙　

橋　
　
　

恵

　

秋
田
市　
　

団
員　

渡　

辺　

有　

美

　

秋
田
市　
　

団
員　

佐　

藤　

友　

紀

　

秋
田
市　
　

団
員　

伊　

吹　
　
　

幸

　

秋
田
市　
　

団
員　

工
藤　

ジ
ュ
ン
子

　
由
利
本
荘
市　

団
員　

佐　

藤　

由
紀
子

　
由
利
本
荘
市　

団
員　

三　

浦　

久　

子

　
由
利
本
荘
市　

団
員　

佐　

藤　

宏　

美

　
由
利
本
荘
市　

団
員　

阿　

部　

穂　

積

　
由
利
本
荘
市　

団
員　

鈴　

木　

朱　

里

　

大
仙
市      

団
員　

片　

岡　

由
美
子

　

大
仙
市　
　

団
員　

茂　

木　

未　

来

　

美
郷
町　
　

団
員　

遠　

藤　

美　

幸
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秋田県横手市寿町１番28号
ＴＥＬ　（0182）（32）3880
ＦＡＸ　（0182）（32）0839

ホームページ　http://it-yokote.sakura.ne.jp/
E -ma i l　ykttkg@jasmine.ocn.ne.jp

　

八
月
九
日
、
秋
田
市
に
大
雨
警
報
と
洪

水
警
報
が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
、
各
分
団

が
警
戒
活
動
を
続
け
て
い
る
さ
な
か
、
岩

見
川
堤
防
が
増
水
に
よ
り
崩
れ
て
い
る
と

の
通
報
が
あ
り
ま
し
た
。

　

秋
田
市
は
、
堤
防
決
壊
に
備
え
消
防
団

に
出
動
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
住
民
二

〇
四
世
帯
、
四
八
五
人
に
避
難
勧
告
を
発

令
し
ま
し
た
。

　

応
急
措
置
と
し
て
、
危
険
箇
所
の
裏
法

面
に
土
の
う
を
積
ん
で
補
強
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
現
場
に
参
集
し
た
消
防
団
員

（
河
辺
方
面
隊
長
以
下
一
一
一
名
）
が
土

の
う
作
り
班
、
運
搬
班
、
積
み
上
げ
班
に

分
か
れ
て
作
業
を
行
い
、
三
〇
ｍ
に
渡
っ

て
五
〜
六
段
に
積
み
上
げ
ま
し
た
。

　

雨
は
そ
の
後
も
断
続
的
に
降
り
続
い
た

も
の
の
、
岩
見
ダ
ム
の
放
流
調
整
や
消
防

団
の
活
躍
に
よ
り
、
堤
防
決
壊
や
人
的
被

害
を
免
れ
ま
し
た
。

〔
情
報
提
供
＝
秋
田
市
支
部
〕

岩
見
川
の
堤
防
損
壊
に

　
　
　
　

対
す
る
警
戒
活
動

建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

-32
-  7
-  5
-13
-57
1

-29

10
2

-  4
3
11
2

-  3

198
32
31
95
356
18
85

176
32
30
92
330
17
72

13
0
6
0
19
2
9

144
25
25
79
273
18
43

23
2
2
3
30
4
6

令和２年 令和元年 同期比較
11月 累計 累計11月 年計 11月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）


